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は
じ
め

に

ア
ニ
メ
の
「
聖
地
巡
礼」

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
の
一

考
察

を
活
用
し
た

近
年、

ア
ニ
メ
の
舞
台
に
フ
ァ
ン
が
押
し
か
け
る
現
象、
「
聖
地
巡
礼
（
別
名、

オ
タ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
」

が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

ア
ニ
メ
「
ら
き
＊
す
た
」

の
舞
台
と
な
っ
た
埼
玉
県
鷲
宮
町
へ
は
大
勢
の
巡
礼
者
が
押
し
か
け、

そ
の
結
果
活
性
化
し
た

鷲
宮
町
の
成
功
は、

新
聞
・

テ
レ
ビ
等
で
も
報
道
さ
れ、

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

ア
ニ
メ
を
用
い
た
ま
ち
お
こ
し、

「
萌
え
お
こ
し
」

と
い
う
言
葉
も、

注
目
を
集
め
て
い
る。

そ
し
て
鷲
宮
町
の
成
功
に
続
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が、

全
国
の
地
方
公
共
団
体、

商
工
会
議
所
を
中
心
に、

次
々
と
出
て
き

て
い
る。

神
奈
川
県
箱
根
町
は、

舞
台
と
な
っ
た
「
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」

の
聖
地
巡
礼
マ
ッ
プ
を
配
布
し、

埼
玉
新
聞

も
「
ら
き
＊
す
た
」

人
気
に
便
乗
し、

埼
玉
全
体
の
活
性
化
を
試
み
て
い
る
（
図
表
1)
。

永

田

尚

三

（
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
学
部
准
教
授）
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て
い
る
巡
礼
者
も
多
く、

地
域
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
は
イ
ベ
ン

ト
時
だ
け
で
な
く
巡
礼
者
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
来
て
く
れ
る
持
続
性
も
魅
力
で
あ
る。

な
お
本
学
が
位
置
す
る
武
蔵
野
地
域
に
は、

オ
も
多
く、

そ
の
結
果
ア
ニ
メ
の
聖
地
が
多
い
と
い
う
の
が、

本
地
域
の
地
域
特
性
で
あ
る。

武
蔵
野
大
学
永
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

は、

こ
の
地
域
特
性
を
活
か
す
べ
く、

平
成
二
十
一

年
度
よ
り
「
武
蔵
野
地
域
聖
域
巡
礼
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し、

H
P
上
で
無
料

配
布
し
て
い
る。

聖
地
巡
礼
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
提
示
し、

本
地
域
へ
巡
礼
者
を
呼
び
込
む
こ
と
で、

地
域
の
活
性
化
を
促
進
す

の
「

る
巡
礼
者
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で、

新
た
な
施
設
等
を
作
る
等
の
コ
ス

ト
が
か
か
ら
な
い
で
済
む
点
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る。

中
に
は
聖
地
へ

0
0
回
詣
り」

等、

何
度
も
訪
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
見
出
し

ア
ニ
メ
の
制
作
ス
タ
ジ
オ
が
多
く
存
在
す
る。

地
元
で
ロ
ケ
ハ
ン
を
行
う
ス
タ
ジ

さ
ら
に
聖
地
巡
礼
で
は、

既
存
の
建
物
・

町
並
み
を
目
当
て
に
来

い
、

利
益
の
地
域
社
会
へ
の
還
元
を
行
っ
て
い
る。

成
・

販
売
を
し、

そ
の
売
り
上
げ
で
地
元
の
街
路
灯
の
修
繕
等
を
行

版
権
を
持
っ
て
い
る
角
川
書
店
と
共
同
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作

一
十
二
年
度
は
四
十
五
万
人
に
も
上
っ
て
い
る。

ま
た
鷲
宮
町
で
は、

二
0
年
度
が
十
二
万
人、

平
成
二
十
一

年
度
は
四
十
二
万
人、

平
成

「
ら
き
唸
す
た
」

の
舞
台
と
な
っ

た
鷲
宮
神
社
へ
の
初
詣
客
は
平
成

聖
地
巡
礼
の
地
域
活
性
化
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
は、

そ
の

①
動

員
力
と
②
経
済
効
果、

そ
し
て
③
低
コ
ス
ト、

④
持
続
力
で
あ
る。

図表1 らき唸すた inサイタマ（埼玉新聞）

出典：埼玉新聞2009年10月8日朝刊
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え
る
間
題
と
し
て
は
大
き
く
二
点
挙
げ
ら
れ
る。

る
試
み
で
あ
る。

ま
た
そ
の
途
中
経
過
を、

平
成
二
十
一

年
十
月
に
岐
阜
県
多
治
見
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
公
共
政
策
学
会
学
生
コ
ン
ペ
で
も
報

告
し
た。

本
稿
で
は、

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
聖
地
巡
礼」

の
現
状
を
概
観
し、

更
に
平
成
二
十
二
年
時
点
で
本
学
の
本
部
キ
ャ
ン
パ

ス
が
位
置
す
る
武
蔵
地
域
活
性
化
へ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

武
蔵
野
地
域

最
初
に、

永
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
行
っ
て
い
る
武
蔵
野
地
域
「
聖
域」

巡
礼
マ
ッ
プ
事
業
の
概
要
説
明
か
ら
行
い
た
い
。

武
蔵
野
地
域
が
抱
え
る
問
題

永
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
本
事
業
を
行
う
に
先
立
ち、

武
蔵
野
地
域
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て、

分
析
を
行
っ
た。

本
地
域
が
抱

ま
ず
一

点
目
と
し
て
は、

地
域
間
の
活
性
化
に
格
差
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る。

武
蔵
野
地
域
と

市
町
村
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る。

図
表
2
の
グ
ラ
フ
は、

本
学
の
学
生
た
ち
に
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の

で
あ
る。

こ
れ
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に、

武
蔵
野
地
域
で
存
在
感
が
あ
る
自
治
体
と
し
て、

武
蔵
野
市
・

三
鷹
市
が
上
位
に
き

て
い
る
一

方
で、

小
平
市
・

小
金
井
市
・

西
東
京
市
の
順
位
が
低
く
な
っ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に、

活
力
の
あ
る
地
域
と
無
い
地

域
が
存
在
し、

ま
た
活
力
の
無
い
地
域
の
住
民
が
日
常
活
動
で
は、

活
力
の
あ
る
地
域
に
集
中
す
る
と
い
う、

中
心
地
域
と
周
辺

「
聖
域
」

巡
礼
マ
ッ
プ
事
業
案
の
概
要

言
で
言
っ
て
も、

複
数
の
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2

武
蔵
野
地
域
「
聖
域」

巡
礼
マ
ッ
プ
事
業
案
の
概
要

わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

二
点
目
目
の
間
題
点
と
し
て
は 、

聖
地
が
多
い
と
い
う
本
地
域
の
特
性
が
十
分
に
地

域
活
性
化
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い

点
で
あ
る
。

周
辺
自
治
体
も
以
前
か
ら 、

ア
ニ
メ

（
注
2
)

フ
ェ
ス
タ
を
行
う
等
「
萌
え
お
こ
し
」

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た 。

し
か
し
図
表
3

の
グ
ラ
フ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に 、

そ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
認
知
度
が
非
常
に
低
い

た
も
の
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に 、

地
元
の
大
学
に
通
う
学
生
た
ち
の
約
9
割
が 、

ア
ニ

そ
の
原
因
と
し
て
は 、

個
々
の
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
区
域
に
縛
ら
れ 、

聖
地

が
沢
山
あ
る
と
い
う
地
域
特
性
を
生
か
せ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

仮
に
境
界
線
の
す
ぐ
隣
に
有
名
な
聖
地
が
あ
っ
た
と
し
て
も 、

管
轄
区
域
外
な
の
で
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
の
中
で
活
か
す
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う 、

個
々
の
自
治
体
単
位
の
取
り
組
み
の
限
界
が
指
摘
で
き
得
る 。

ま
た
年
に
数
日
の
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ

ル
で
は 、

そ
の
時
は
盛
り
上
が
っ
て
も 、

効
果
が
断
続
的
で
あ
る 。

そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
人
た
ち
だ
け
の
内
輪
ウ
ケ
で
終

こ
の
よ
う
に 、

聖
地
が
沢
山
あ
る
と
い
う
地
域
特
性
を
十
分
に
活
か
し
き
れ
て
な
い
現
状
の
打
開
策
と
し
て 、

永
田
ゼ
ミ
ナ
ー

メ
フ
ェ
ス
タ
を
知
ら
な
い
と
答
え
て
い
る 。

J

と
が
分
か
る 。

本
調
査
は 、

や
は
り
本
学
の
学
生
（

一
八
人）

に
対
し
て
調
査
し

地
域
の
問
題
が
本
地
域
に
も
存
在
す
る 。

小金井市2％ 小平市2%
西東京市 ＼ ／

―

-
22% 〗/｀

¢ 

図表2 武蔵野地域で一番印象が強い市町村は
どこですか？

（本学学生を対象としたアンケ ー ト 計138人）
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よ
っ
て、

作
成
し
た
の
が、

本
「
武
蔵
野
地
域
聖
域
マ
ッ

Yes 

14% 

No 

86% 

図表3 以前より周辺自治体が萌えおこしの取り組
みをしていることを知っていますか？

（本学学生を対象としたアンケ ー ト

で
あ
る。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は、

後
述
し
た
い
。

ル
コ
ー
ス
の
設
定
と
聖
域
巡
礼
マ
ッ
プ
の
作
成
が
重
要
と
な
っ
て
く
る。

武
蔵
野
地
域

「
聖
域」

巡
礼
マ
ッ
プ

巡
礼
者
を
呼
び
込
む

計138人）

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る。

図表4 本事業の概略

ル
が
考
え
た
の
が、

広
域
的
な
聖
地
マ
ッ
プ
の
作
成
で
あ
る。

聖
地
の
集
中
し
て
い
る
地
域
と
い
う
こ
と
で、

本
地
域
を

域
」

と
命
名
し
た。
「
聖
域
マ
ッ
プ
」

で、

よ
り
広
域
的
な
視
点
か
ら
聖
地
の
紹
介
を
す
る
こ
と
で、

本
地
域
の
活
性
化
が
推
進

本
事
業
の
概
要
を
簡
略
に
図
に
ま
と
め
た
の
が、

図
表
4
で
あ
る。

こ
れ
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に、

ま
ず
聖
域
巡
礼
の
モ
デ
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い
う
先
行
事
例
を
参
考
に
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た。

埼
玉
県
鷲
宮
町
の
事
例

①

事
例
の
概
要

な
お、

本
事
業
を
立
案
す
る
に
あ
た
っ
て
は、

い
く
つ
か
の
先
行
事
例
を
調
壺
し
参
考
に
し
た。

ま
ず
そ
の
一

っ
が、

萌
え
お

こ
し
の
代
表
的
な
事
例
で
あ
る、

埼
玉
県
鷲
宮
町
の
取
り
組
み
で
あ
る。

巡
礼
マ
ッ
プ
を
重
要
視
す
る
の
も、

鷲
宮
町
を
参
考
に

本
事
例
の
こ
と
の
始
ま
り
は、

月
刊
ニ
ュ

ー
タ
イ
プ
・

ニ
0
0
七
年
八
月
号
の
付
録
の
『
ら
き
＊
す
た
的
「
遠
足
の
し
お
り」

ポ
ス
タ
ー
（
聖
地
巡
礼
マ
ッ
プ）
』

で、

鷲
宮
町
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た。

そ
の
後、

本
作
品
の
フ
ァ
ン
が
鷲
宮
町
を
巡

礼
す
る
と
い
う
現
象
が
自
然
発
生
的
に
生
じ
た。

埼
玉
県
鷲
宮
町
は
当
初
よ
り
そ
の
動
き
を
認
識
し
て
お
ら
ず、

初
め
て
認
知
し
た
の
は、

隣
町
の
春
日
部
市
の
警
察
署
か
ら
の

通
報
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た。

し
か
し
実
際
に
巡
礼
者
た
ち
に
話
し
か
け
て
み
る
と
常
識
的
な
人
物
ば
か
り
だ
っ
た
の
で、

徐
々

に
巡
礼
者
と
鷲
宮
町
の
関
係
者
の
間
の
相
互
理
解
が
進
ん
だ。

そ
の
後、

地
元
の
商
工
会
議
所
の
若
手
が
中
心
と
な
り、

版
元
で

あ
る
角
川
書
店
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
開
発
や、

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
よ
う
に
な
り、

さ
ら
に
巡
礼
者
の
数
が
増
加
し
て

い
っ
た。

そ
の
よ
う
な
状
況
下、

鷲
宮
町
が
次
に
行
っ
た
の
が、

ア
ニ
メ
の
登
場
人
物
に
実
在
の
人
物
と
同
様
に
住
民
票
を
発
行
す
る
と

い
う
企
画
で
あ
っ
た。

本
取
組
み
は、

実
は
隣
町
の
春
日
部
市
の
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」

に
対
し
て
住
民
票
を
発
行
し
た
と

し
て
い
る。

先
行
事
例
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本
企
画
に
も、

全
国
す
べ
て
の
都
道
府
県
か
ら
大
勢
の
巡
礼
者
が
住
民
票
購
入
の
た
め
だ
け
に
鷲
宮
町
に
押
し
掛
け
る
と
い
う

社
会
的
反
響
が
あ
っ
た。

ま
た
地
元
の
祭
り
に
巡
礼
者
を
参
加
さ
せ、
「

ら
き
食
す
た
神
輿」

を
か
つ
が
せ
る
と
い
う
取
り
組
み

や、

巡
礼
者
を
聖
地
だ
け
で
は
な
く
町
全
体
に
周
遊
さ
せ
る
た
め
の
飲
食
店
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
い
、

巡
礼
者
か
ら
好
評
で
あ

る。

こ
の
よ
う
な
鷲
宮
町
の
取
り
組
み
は
大
変
な
成
功
を
収
め、

そ
の
結
果
大
勢
の
巡
礼
者
が
鷲
宮
町
に
集
ま
り、

高
齢
化
と
過

（
注3)

疎
が
進
ん
で
い
た
地
域
が
活
性
化
す
る
形
と
な
っ
た。

②

成
功
の
内
的
要
因

第
一

に、

聖
地
巡
礼
者
の
誘
導
方
法
で
あ
る。

鷲
宮
町
で
は、

イ
ラ
ス
ト
入
り
絵
馬
の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
十
二
種
類
作
成

店
舗
で
販
売
で
き
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
二
種
類
ま
で
と
し
た。

結
果、

巡
礼
者
を
多
く
の
店
舗
へ
と
周
遊
さ
せ
る
こ
と
に
成

第一
一
に、

収
益
の
地
元
へ
の
還
元
に
よ
り、

住
民
の
協
力
を
取
り
付
け
た
こ
と
も
成
功
の
原
因
の
―

つ
で
あ
る。

前
述
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
は
二
千
個
当
日
完
売
し
た
が、

そ
の
売
上
三
百
万
円
は
商
店
街
の
街
路
灯
の
修
繕
に
当
て
ら
れ
た。

収
益
が
地
元
に
還
元

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で、

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た。

第
三
に、

個
人
商
店
主
と
巡
礼
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
重
視
し
た
と
い
う
点
で
あ
る。

前
述
の
「
ら
き
食
す
た

飲
食
店
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

を
実
施
す
る
こ
と
で、

巡
礼
者
の
行
動
範
囲
を
神
社
か
ら
商
店
街、

町
全
体
に
広
げ
る
こ
と
に
よ

り、

個
人
商
店
主
と
巡
礼
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り、
「
ら
き
食
す
た
の
聖
地
に
行
く」

の
で
は
な
く、
「
鷲
宮
町
に

功
し
た。

し、
ま
ず、

成
功
の
内
的
要
因
と
し
て
は、

4
点
指
摘
で
き
る。

そ
の
成
功
の
背
景
と
し
て
は、

内
的
要
因
と
外
的
要
因
が
あ
る。
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う
固
定
フ
ァ
ン
を
大
勢
持
つ

、

人
気
ア
ニ
メ
製
作
会
社
の
作

第
二
に 、

著
作
権
を
持
っ
て
い
た
の
が 、

著
作
権
の
使
用
に
柔
軟
な
角
川
書
店
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る 。

出
版
会
社
の

中
に
は 、

同
人
誌
等
の
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
二
次
創
作
を
厳
し
く
規
制
す
る
企
業
も
あ
る
が 、

版
元
が
著
作
権
の
活
用
に
積

極
的
な
角
川
書
店
で
あ
っ
た
こ
と
で 、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の
制
作 、

イ
ベ
ン
ト
の
共
同
開
催
等
が
非
常
に
ス
ム
ー

ズ
に
行
え

た 。

こ
れ
が
小
学
館
等
の
著
作
権
の
使
用
に
厳
格
な
版
元
だ
っ
た
ら 、

違
っ
た
展
開
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る 。

品
だ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る 。

第
一

に 、
「
ら
き
＊
す
た
」

が
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い

よ
う
に
思
わ
れ
る 。

方 、

鷲
宮
町
の
成
功
に
は
い
く
つ
か
の
幸
運
も
あ
っ
た

③

成
功
の
外
的
要
因

た
ち
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る 。

い
け
ば 、

仲
間
が
誰
か
い
る
と
い
う
同
じ
趣
味
を
持
っ
た
人

集
ま
っ
て 、

交
流
を
し
て
い
る
光
景
を
見
か
け
る 。

そ
こ
に

な
い
平
日
で
も 、

鷲
宮
神
社
の
駐
車
場
・

周
辺
に
巡
礼
者
が

ナ
ー

の
提
供
で
あ
る 。

鷲
宮
町
を
訪
れ
る
と 、

イ
ベ
ン
ト

が

第
四
に 、

（

注

4
)

行
く」

リ
ピ
ー
タ
ー

が
近
年
増
加
し
て
い
る
（
図
表
5)
。

日
常
的
な
巡
礼
者
の
交
流
エ

リ
ア
・

交
流
コ
ー

図表5 巡礼者によって鷲宮神社に奉納されているアニメ
キャフクタ ー が描かれた絵馬（痛絵馬）巡礼回数
が分かる

備考：平成20年11月5日鷲宮神社にて撮影。 二次的創作物である
が著作権に配慮し、 イラストの 一部を隠した。
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を
参
考
に
し
た。

れ
て
い
る。

本
聖
域
マ
ッ
プ
に
お
い
て
も、

そ
の
よ
う
な
点

た、

難
易
度、

か
か
る
時
間
等
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
が
分
類
さ

光
ス
ポ
ッ
ト
等
が
わ
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て
い
ま
す。

ま

ス
の
出
発
点
。

終
点
等
が
明
記
さ
れ、

そ
の
コ
ー
ス
上
の
観

図表6

た
こ
と
を
受
け、

平
成
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
「
長
崎
さ
る

長崎さる＜

め
て
の
ま
ち
歩
き
博
覧
会
長
崎
さ
る
＜
博
圃
」

が
好
評
だ
っ

も
と
も
と、

平
成
十
八
年
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
で
は
じ

上
富
久
現
市
長
で、

観
光
客
か
ら
好
評
を
博
し
て
い
る。

出典：長崎さる＜ホームページ http:/ /www.saruku.info/ 

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る。

提
案
者
は
田

モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
提
示
し、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
無
料
ダ

長
崎
県
長
崎
市
の
事
例

ま
た
マ
ッ
プ
の
作
成
に
当
た
っ
て
は、

自
治
体
主
導
で
作
成
さ
れ
た
観
光
マ
ッ
プ
で
あ
る、

長
崎
市
の
観
光
マ
ッ
プ
「
さ
る

く」

を
参
考
に
し
た。
「
さ
る
く」

は、

長
崎
弁
で
「
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く」

と
い
う
意
味
で
あ
る。

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る。

こ
の
「
さ
る
く」

の
地
図
（
図
表
6)

を
見
る
と、

コ
ー

2
 

の
ん
び
り
歩
い
て
観
光
で
き
る
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さ
れ
た
小
さ
な
囲
い
は、

小
マ
ッ
プ
の
エ
リ
ア
を
表
し
て
い
る。

と
を
期
待
し
て
い
る。

て
い
る。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
(
htt
p
:/
＼
n
z
e
mi
2
0
0
9.
we
b.
fc
2.
c
o
m
\）

で
は
無
料
で
配
布
す
る
と
同
時
に、

冊
子
の
形
態
で
も
希

望
者
に
は
配
布
出
来
る
よ
う
印
刷、

製
本
し、

随
時
配
布
し
て
い
る。

冊
子
に
関
し
て
は、

周
辺
自
治
体
の
役
場
か
ら
も、

強
い

（
注
5)

関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る。

市
役
所
等
で
の
配
布
が、

今
後
の
課
題
で
あ
る。

な
お、

本
マ
ッ
プ
は
全
十
四
コ
ー
ス
を
お
す
す
め
コ
ー
ス
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
は
ス
タ
ー
ト
地
点
の

駅、

田
無
。

吉
祥
寺
・

三
鷹
に
よ
っ
て
3
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し、

コ
ー
ス
。

初
級
者
コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
て
い
る。

モ
デ
ル
所
要
時
間
な
ど
に
よ
っ
て、

上
級
者
コ
ー
ス
・

中
級
者

聖
地
周
辺
の
写
真、

情
報
も
載
せ
ら
れ
て
お
り、

そ
れ
に
よ
っ
て
聖
地
の
周
辺
が
ど
の
よ
う
な
光
景
な
の
か
や
地
元
情
報
等
が

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る。

本
マ
ッ
プ
は
ア
ニ
メ
の
聖
地
が
多
い
本
地
域
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る。

複
数
の
自
治
体
の
管
轄
区
域
に
跨
っ
た
広
域
的
マ
ッ
プ
と
な
っ
て
お
り、

地
域
内
の
聖
地
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
な
る
こ

ま
た、

本
事
業
は
本
年
が
初
年
度
で
あ
る
が、

今
後
も
継
続
的
に
行
い
、

ま
た
そ
の
経
過
を
研
究
調
査
し、

学
会
の
学
生
コ
ン

ペ
等
で
報
告
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る。

そ
の
経
過
の
中
で、

関
連
事
業
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る。

図
表
7
は、

武
蔵
野
地
域
「
聖
域」

巡
礼
マ
ッ
プ
の
全
体
マ
ッ
プ
で
あ
る。

全
体
図
の
中
に
あ
る
A
か
ら
G
ま
で
の
表
記
が
な

永
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
作
成
し
た
「
武
蔵
野
地
域
聖
域
巡
礼
マ
ッ

武
蔵
野
地
域
聖
域
巡
礼
マ
ッ
プ
の
概
要

四

武
蔵
野
地
域
聖
域
巡
礼
マ
ッ
プ

の
概
要
で
あ
る
が、

四
十
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
冊
子
と
な
っ
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本
事
業
の
展
開

企
画
第
二
弾
と
し
て
は、

鷲
宮
町
が
ま
ず
聖
地
見
学

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て、

社
会
的
な
認
知
度
を
上
げ

国
ダ
ー
ト
ム
ー
ア
で
行
わ
れ
て
き
た

タ
ー
ボ
ッ
ク

と
い
う
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
な
ら
っ
て、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ス
タ
ン
プ
を
隠
し、

そ
の
隠
し
場
所
を
「
賢
者
の
秘
伝

を
基
に
探
す
と
い
う
形
態
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
ま
ず
学
内
か
ら
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る。

ダ
ー
ト
ム
ー
ア
で
は
三
千
個
近
い
ス
タ
ン
プ
が
地
域
に
隠
さ
れ
て
お
り、

て、

そ
の
ス
タ
ン
プ
を
目
的
と
し
た
観
光
客
の
広
範
囲
な
周
遊
を
促
進
し
て
い
る。

本
地
域
で
も
大
学
内
の
み
な
ら
ず、

徐
々
に

ス
1
0

ま
た
企
画
第
三
弾
と
し
て、

十
九
世
紀
半
ば
か
ら
英

者
は
大
学
併
設
中
高
の
卒
業
生
で
あ
る。

等
を
開
催
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る。

ち
な
み
に
原
作

本
学
が
舞
台
で
あ
る
強
み
を
生
か
し、

原
作
者
講
演
会

た
よ
う
に、

ア
ニ
メ
作
品

マ
リ
ア
様
が
み
て

の

本
地
域
に
呼
び
込
み
た
い
と
考
え
て
い
る。

プ
の
英
語
版
を
作
成
公
開
し、

外
国
か
ら
の
巡
礼
者
を

が、

外
国
人
観
光
客
に
好
評
な
の
を
受
け
て、

本
マ
ッ

企
画
第
一

弾
と
し
て
は、

秋
葉
原
の
英
語
版
マ
ッ
プ

現
在
企
画
中
の
事
業
は
以
下
の
3
つ
で
あ
る。

2
 

一

般
の
店
舗
な
ど
に
も
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

図表7 武蔵野地域「聖域」巡礼マップ（全体マップ）

出典：武蔵野地域「聖域」巡礼マップより
http://nzEmi2009.web.fc2.com/ 
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な
お、

本
事
業
の
課
題
で
あ
る
が、

4
 

り
組
み
が、

活
性
化
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る。

う
な
施
設
等
も
無
く、

飲
食
店
や
商
業
施
設
も
少
な
く
ほ
そ
ぽ
そ
と
営

業
し
て
い
る。

店
舗
の
数
が
少
な
い
分、

巡
礼
者
が
大
勢
集
ま
る
よ
う

に
な
れ
ば、

パ
イ
の
配
分
が
大
き
く
な
る
の
で、

経
済
効
果
も
大
き
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
る。

ま
た
ア
ニ
メ
の
聖
域
と
い
う
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す

る
こ
と
で、

自
治
体
が
個
別
に
行
な
っ
て
い
る
「
萌
え
お
こ
し」

の
取

本
事
業
の
課
題

周
辺
地
域
に
は、

人
を
大
勢
呼
び
込
め
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ

8)
。

範
囲
を
拡
大
し、

本
取
り
組
み
に
よ
る
聖
域
内
の
巡
礼
者
の
周
遊
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

本
事
業
に
よ
る
期
待
さ
れ
る
成
果
で
あ
る
が、

本
事
業
に
よ
り、

周
辺
地
域
か
ら
本
地
域
の
中
心
地
域
で
あ
る
吉
祥
寺
や
三

鷹
駅
周
辺
へ
と
い
う
現
状
に
お
け
る

方
向
の
人
の
流
れ
に、

中
心
地
域
か
ら
周
辺
地
域
へ
と
い
う
新
し
い
人
の
流
れ
を
生
み

出
し、

周
辺
地
域
に
も
活
力
が
生
じ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
（
図
表

3

本
事
業
に
よ
る
期
待
さ
れ
る
成
果

図表8 本事業に期待される成果のイメ ー ジ
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ク

）

、

、
つ
l
>

へ
の
批
判
に
象
徴
さ
れ
る
よ

四
つ
目
に
は、

聖
地
で
よ
く
見
ら
れ
る
絵
馬
に
イ
ラ
ス
ト
を
描
い

聖
地
が
な
い
点
も
懸
念
材
料
で
あ
る。

―

つ
目
に、

オ
タ
ク
と
い
わ
れ
る
ア
ニ
メ
愛
好
家
は
一

般
的
に
特
定
の
作
品
へ
の
思
い
入
れ
が
非
常
に
強
い
と
言
わ
れ
て
い

る。

本
聖
域
マ
ッ
プ
は、

複
数
の
作
品
の
聖
地
を
結
ん
だ
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
る
の
で、

こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
設
定
で

は、

ア
ニ
メ
愛
好
者
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る。

二
つ
目
と
し
て、

本
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
聖
地
に
は
「
あ
た
し
ン

品
と、

比
較
的
成
人
の
ア
ニ
メ
愛
好
家
向
け
の
作
品
と
が
混
在
し
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
る。

子
供
向
け
の
作
品
の
聖
地
の
巡
礼

者
は、

主
に
家
族
連
れ
の
巡
礼
者
が
予
測
さ
れ
る
一

方、

好
者
向
け
の
作
品
の
聖
地
に
関
し
て
は、

ア
ニ
メ
愛

い
わ
ゆ
る
オ
タ
ク
と
い
わ

る。

よ
っ
て
そ
れ
を
混
在
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
意
味
が
あ
る
の
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
も、

今
後
も
う
少
し
検
討
の
必
要
性
が
あ
る。

三
つ
目
に、

本
聖
域
に
は
「
ら
き
食
す
た
」

ほ
ど
の
旬
な
作
品
の

て
奉
納
し
た
「
痛
絵
馬
（
図
表
9)

一

般
人
と
巡
礼
者
の
住
み
分
け
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い

う
点
で
あ
る。

巡
礼
者
が、

聖
地
を
巡
礼
し
た
証
と
し
て
残
し
て
い

＜
痛
絵
馬
に
対
し
て
は、

ま
じ
め
に
神
社
に
お
参
り
す
る
一

般
人
に

対
し
て
失
礼
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
以
前
よ
り
存
在
す
る。

れ
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
の
巡
礼
者
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

図表9 鷲宮神社の痛絵馬

備考：平成20年11月5日鰐宮神社にて撮影。

や
「
ケ
ロ
ロ
軍
曹」

の
よ
う
に
子
供
向
け
の
作
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こ
れ
ら
の
改
善
策
と
し
て、

今
後
コ
ー
ス
の
吟
味
等
を
行
っ
て
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
目
線
で
の
マ
ッ
プ
作
成
に
努
め
る
と
同
時
に、

地
域
と
し
て
人
気
作
品
の
ロ
ケ
ハ
ン
を
誘
致
す
る
等
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
試
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
程
度
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る。

地
域
へ
の
公
益
が
大
き
け
れ
ば、

地
域
住
民
の
理
解
も
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る。

本
事
業
に
対
し
て
は、

周
辺
地
方
自
治
体
の
中
に
も
関
心
を
示
す
動
き
が
あ
る。

今
後
の
社
会
的
反
応
を
見
て、

更
な
る
改
善

を
加
え、

こ
の
武
蔵
野
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
る。

よ
う
に
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る。

本
事
業
で
も、

本
地
域
の
多
く
が
住
宅
地
域
で
あ
る
だ
け
に、
一

般
居
住
者、

通
学
者
等
の
日
常
生
活
に
混
乱
を
き
た
さ
な
い
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注
5
注
4
注
3

平
成
二
0
年
十
一

月
五
日
埼
玉
県
鷲
宮
商
工
会
議
所
に
て
ヒ
ア
リ
ン
グ。

い
杉
並
区
と
練
馬
区
も
加
わ
っ
た。

注
2

注
1 注

聖
地
巡
礼
に
最
も
早
く
注
目
し
た
の
は、

観
光
学
の
研
究
者
達
で
あ
る。

近
年、

若
者
層
の
観
光
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り、

そ
の
よ
う
な

状
況
下、

聖
地
巡
礼
は
若
者
の
観
光
客
が
主
体
で
あ
る
と
い
う
点
で
珍
し
い
現
象
で
あ
る
と
い
う。

観
光
学
か
ら
の
聖
地
巡
礼
に
関
す
る

専
門
論
文
と
し
て
は、

山
村
高
淑
「
ア
ニ
メ
聖
地
の
成
立
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
ー
ア
ニ
メ
作
品
「
ら
き
食
す
た」

に
よ
る
埼
玉
県

鷲
宮
町
の
旅
客
誘
致
に
関
す
る
一

考
察」
『
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・

観
光
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル』

北
海
道
大
学
大
学
院
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・

観

光
学
院
(
2
0
0
8)、

山
村
高
淑
「
観
光
情
報
革
命
が
変
え
る
日
本
の
ま
ち
づ
く
り
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
若
者
の
旅
文
化
と
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能
性」
『
ま
ち
づ
く
り』

学
芸
出
版
(
2
0
0
9)

等
が
あ
る。

昨
年
度
あ
た
り
か
ら
は、

聖
地
巡
礼
を
地
域
活

性
化
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
地
方
公
共
団
体
が
出
現
し
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら、

今
後
公
共
政
策、

行
政
学
等
か
ら
も
本
現
象
に
対
し
て

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

平
成
十
一

年
よ
り
武
蔵
野
市
で
は、

吉
祥
寺
ア
ニ
メ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る。

吉
祥
寺
駅
開
業
百
周
年
記
念
事
業
と

し
て
開
始
し
た
も
の
で
あ
る。

武
蔵
野
市
に
は
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
漫
画
家
も
多
く
在
住
し
て
お
り、

市
在
住
漫
画
家
の
協
力

を
得
て
カ
ー
ド
等
の
発
行
や、

仮
装
パ
レ
ー
ド、

ア
ニ
メ
名
所
ツ
ア
ー
等
を
行
っ
て
き
た。

ま
た
平
成
二
十

年
三
月
に
は、

東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
東
京
国
際
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9
と
合
わ
せ
て、

武
蔵
野
市
と
三
鷹
市
は
そ
れ
ぞ
れ
吉
祥
寺
ア
ニ
メ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
三
鷹
の
森
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9
を
開
催
し
連
動
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た。

こ
の
動
き
に
は
や
は
り
ア
ニ
メ
産
業
の
多

平
成
二
0
年
十
一

月
五
日
埼
玉
県
鷲
宮
商
工
会
議
所
に
て
ヒ
ア
リ
ン
グ。

本
地
域
の
武
蔵
野
市、

三
鷹
市、

西
東
京
市、

小
平
市
共、

そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
観
光
マ
ッ
プ
は
作
成
し
て
い
る。

例
え
ば
武
蔵
野
市
で

は、

武
蔵
野
商
工
会
議
所
へ
協
力
し
て
「
む
さ
し
の
観
光
ま
っ
ぷ
」

を
作
成
し
て
い
る。

見
開
き
ポ
ス
タ
ー
サ
イ
ズ
一

枚
の
マ
ッ
プ
で、

携
帯
が
し
や
す
い
よ
う
折
ら
れ
て
い
る。

両
面
印
刷
で
実
質
表
紙
を
入
れ
て
十
六
枚
ほ
ど
の
情
報
量
が
あ
る。

平
成
二
十
一

年
三
月
に
開
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子
•

あ
ず
ま
ん
が
大
王
・

ラ
ー
ゼ
フ
ォ
ン
中
級
者
コ
ー
ス

催
さ
れ
た
東
京
国
際
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9
で、

武
蔵
野
市、

三
鷹
市、

杉
並
区、

練
馬
区
の
二
区
二

市
で
「
ア
ニ
メ
観
光
マ
ッ

プ
」

を
設
置
し、

各
自
治
体
の
ア
ニ
メ
に
関
す
る
取
組
み
を
紹
介
し
た
が、

ア
ニ
メ
関
連
の
マ
ッ
プ
は
ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

本
マ
ッ
プ
で
は、

全
十
四
コ
ー
ス
を
お
勧
め
コ
ー
ス
と
し
て
紹
介
し
て
い
る。

こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
は、

ス
タ
ー
ト
地
点
の
駅
（
田
無
駅、

吉
祥
寺
駅、

三
鷹
駅
）

に
よ
っ
て
3
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ、

更
に
モ
デ
ル
所
要
時
間
等
に
よ
っ
て、

①
上
級
者
コ
ー
ス
、

②
中
級
者
コ

ー
ス、

③
初
級
者
コ
ー
ス
に
分
類
さ
れ
て
い
る。

コ
ー
ス
名
に
表
示
さ
れ
た
A
I
G
ま
で
表
記
は、

そ
の
コ
ー
ス
の
あ
る
エ
リ
ア
の
マ
ッ

プ
（
資
料
参
照
）

を
示
し
て
い
る。

利
用
者
に
は、

ス
タ
ー
ト
駅、

時
間
の
余
裕、

目
的
等
か
ら、

自
由
に
選
択
可
能
と
な
っ
て
い
る。

十
四
コ
ー
ス
の
内
訳
は、

以
下
の
通
り
で
あ
る。

（
上
級
者
コ
ー
ス）

A
1
コ
ー
ス

A
2
コ
ー
ス

田
無
駅
（
徒
歩）

↓
武
蔵
野
大
学
（
徒
歩
か
バ
ス
）

↓
小
金
井
公
園
（
徒
歩
か
バ
ス）

↓
武
蔵
小
金
井
（
終
点）

（
中
級
者
コ
ー
ス）

D
l
コ
ー
ス

注
6

あ
た
し
ン
ち
・

ケ
ロ
ロ
軍
曹
・

マ
リ
ア
様
が
み
て
る
•

生
徒
会
役
員
共
・

千
と
千
尋
の
神
隠
し
上
級
者
コ
ー
ス

田
無
駅
（
徒
歩
）

↓
武
蔵
野
大
学
（
徒
歩
か
バ
ス）

↓
小
金
井
公
園
（
徒
歩
か
バ
ス
）

↓
花
小
金
井
（
終
点
）

あ
た
し
ン
ち
・

ケ
ロ
ロ
軍
曹
・

マ
リ
ア
様
が
み
て
る
•

生
徒
会
役
員
共
・

千
と
千
尋
の
神
隠
し
・

う
る
星
や
つ
ら
上
級
者
コ
ー
ス

（
半
日
）

あ
た
し
ン
ち
・

ケ
ロ
ロ
軍
曹
・

マ
リ
ア
様
が
み
て
る
•

生
徒
会
役
員
共
・

図
書
館
戦
争
・

咲
．

R
O
O
K
I
E
S
・

花
よ
り
男

（
徒
歩
）

↓
吉
祥
寺
（
終
点
）

1)

田
無
駅
ス
タ
ー
ト
ル
ー
ト

（
三
時
間
）

田
無
駅
（
徒
歩
）

↓
武
蔵
野
大
学
（
バ
ス
）

↓
武
蔵
野
中
央
図
書
館
（
徒
歩
）

↓
武
蔵
野
総
合
体
育
館
（
徒
歩
）

↓
成
験
大
学

（
半
日
）
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E
1
コ
ー
ス

F
3
コ
ー
ス

F
2
コ
ー
ス

D
3
コ
ー
ス

B
3
コ
ー
ス

一
鷹
駅
（
バ
ス）

↓
武
蔵
野
大
学
（
徒
歩）

↓
田
無
駅
（
終
点）

（
初
級
者
コ
ー
ス）

ラ
ー
ゼ
フ
ォ
ン
•

あ
ず
ま
ん
が
大
王
・

ケ
ロ
ロ
軍
曹
．

R
O
O
K
I
E
S
・

花
よ
り
男
子
初
級
者
コ
ー
ス
（
一

時
間）

吉
祥
寺
（
徒
歩）

↓
成
験
大
学
（
徒
歩）

↓
吉
祥
寺
（
終
点）

ラ
ー
ゼ
フ
ォ
ン
•

あ
ず
ま
ん
が
大
王
・

ケ
ロ
ロ
軍
曹
初
級
者
コ
ー
ス

吉
祥
寺
（
徒
歩）

↓
井
の
頭
公
園
（
徒
歩）

↓
吉
祥
寺
（
終
点）

（
上
級
者
コ
ー
ス）

(
F
1
の
逆
コ
ー
ス）

三
鷹
駅
（
バ
ス）

↓
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
（
徒
歩）

↓
井
の
頭
公
園
（
徒
歩）

↓
吉
祥
寺
（
終
点）

（
中
級
者
コ
ー
ス）

あ
ず
ま
ん
が
大
王
・

マ
リ
ア
様
が
み
て
る
•

生
徒
会
役
員
共
・

図
書
館
戦
争
・

咲
．

R
O
O
K
I
E
S
・

花
よ
り
男
子
・

ラ
ー
ゼ

フ
ォ
ン
中
級
コ
ー
ス

(-―一
時
間）

（
一

時
間）

ジ
ブ
リ
美
術
館
・

あ
ず
ま
ん
が
大
王
・

ラ
ー
ゼ
フ
ォ
ン
・

ケ
ロ
ロ
軍
曹
上
級
者
コ
ー
ス

（
三
時
間）

三
鷹
駅
（
バ
ス）

↓
武
蔵
野
大
学
（
バ
ス）

↓
武
蔵
野
中
央
図
書
館
（
徒
歩）

↓
武
蔵
野
総
合
体
育
館
（
徒
歩）

↓
成
験
大
学

（
徒
歩）

↓
吉
祥
寺
（
終
点）

（
初
級
者
コ
ー
ス）

(
B
2
の
逆
コ
ー
ス）

ス
（
一

時
間
半）

3)

三
鷹
駅
ス
タ
ー
ト
ル
ー
ト

あ
ず
ま
ん
が
大
王
・

マ
リ
ア
様
が
み
て
る
•

生
徒
会
役
員
共
・

ケ
ロ
ロ
軍
曹
•

あ
た
し
ン
ち
初
級
者
コ
ー
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株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
ト

「
オ
タ
ク
産
業
白
書
2
0
0
8」
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
ト

(
2
0
0
7)

野
村
総
合
研
究
所
オ
タ
ク
市
場
予
測
チ
ー
ム
「
オ
タ
ク
市
場
の
研
究」
野
村
総
合
研
究
所
(
2
0
0
5)

山
村
高
淑
「
ア
ニ
メ
聖
地
の
成
立
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
ー

ア
ニ
メ
作
品
「
ら
き
唸
す
た」
に
よ
る
埼
玉
県
鷲
宮
町
の
旅
客
誘
致
に
関
す

考
察」
『
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア・
観
光
学
ジ
ャ
ー

ナ
ル』
北
海
道
大
学
大
学
院
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア・
観
光
学
院
(
2
0
0
8)

山
村
高
淑
「
観
光
情
報
革
命
が
変
え
る
日
本
の
ま
ち
づ
く
り
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
若
者
の
旅
文
化
と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能
性」

『
ま
ち
づ
く
り』
学
芸
出
版
(
2
0
0
9)

※
本
稿
は 、
平
成
二
十一
年
十
月
十
七
日
に
日
本
公
共
政
策
学
会
と
多
治
見
市
共
催
で
行
な
わ
れ
た
「
公
共
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
9
.IIl
多

治
見」
で 、
永
田
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
生
が
永
田
の
研
究
計
画 、
指
導
の
下
に
研
究
調
査
し
学
会
報
告
し
た
内
容
を 、
一
部
加
筆
し
論
文
化
し
た
も
の

で
あ
る 。
全
国
十
六
大
学・
ニ
十
チ
ー
ム
参
加
し
た
学
生
コ
ン
ペ
の
中
で 、
永
田
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
報
告
は
大
変
注
目
を
集
め
た 。

る 参
考
文
献
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JR中央線快連
巴小金井

MAP A 

（
資
料）

武
蔵
野
地
域

巡
礼
マ
ッ
プ
の
小
マ
ッ
プ
と
設
定
コ
ー
ス

MAP B 
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MAP E 
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アニメの「聖地巡礼」を活用した地域活性化についての一考察
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